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2025/5/10(土) 
＜会則改正の目的＞ 
現在の会則では、年１度の総会が唯一の正式な意思決定の機会になっているため、必要であれ

ば１年に何度でも意思決定の機会を設けられるように会則を改正する。具体的には、現行の年１

度の総会とは別に、オンライン総会やメーリングリストでの投票を正式な意思決定の方法として

認める。 
また、会則改正時の意思決定の基準が「総会出席者の2/3以上」であるのに対し、会則改正以外
の意思決定の基準が存在しないため、「総会出席者の1/2以上」という基準を定める。 
 
＜現行会則(総会関連抜粋)＞ 
・役員の選出  
　役員は総会において選出されます。 
・総会  
　総会は毎年度１回世話人代表が召集し、必要な事項について話し合います。 
・会則の改正  
　本会則は総会において出席者の３分の２以上の賛成により改正することができます。 
　ただし本部住所については総会にて世話人代表が改選された場合、ならびに世話人代表が 
　転居した場合に限り、総会の承認なしに改正が可能です。 
 
＜会則改正案＞ 
〇総会 
　総会は、世話人代表が召集し、必要な事項についての意思決定を行う。 
　総会は、定例総会と臨時総会等に分けられる。 
　総会は、開催日の２週間前に桐嶺会に周知されていなければならない。 
1,定例総会 
　定例総会は、毎年度１回世話人代表が開催し、必要な事項についての意思決定を行う。 
　開催は、筑波大大会開催日等での対面会議が望ましい。 
2,臨時総会等 
　定例総会以外に、緊急で意思決定を行うべき議題が発生したとき、世話人代表は臨時総会等

を開催し、必要な事項についての意思決定を行う。臨時総会等では、オンライン会議および2週
間の投票期間を設けたメーリングリストでの意思決定を認めるものとする。 
 
〇意思決定の方法 
　総会で行う意思決定は、総会参加者の投票によって行う。 
　投票では、賛成・反対・棄権のうちからひとつを選択できる。 
　議題別の意思決定の基準は以下のように定める。 
・会則の改正 
　会則は、総会参加者の３分の２以上の賛成により改正することができる。 
　ただし本部住所については総会にて世話人代表が改選された場合、ならびに世話人代表が 
転居した場合に限り、総会の承認なしに改正が可能となる。 
・会則の改正以外の意思決定 
　会則の改正以外の意思決定は、総会参加者の２分の１以上の賛成により承認される。　 


